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＜連絡事項＞
・特記事項なし
＜患者様連絡事項＞
・向井　敦子様～明日から6日分点滴処方となる。
・十日市　伸子様～Ba閉塞のため交換指示あり施行。
・下村　慶子様～発熱時の頓服残ないため20回分処方となる。
・三浦　幹様～社会福祉課より、サービス利用の為訪問調査の必要があり、12/27　14時～となっている。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～終日隔離中。ほとんど臥床して経過する。対面時穏やかで妄想発言や過度な飲水要求もない。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・藤井　崇史様～時間隔離中。開放後はシャドーボクシング等なく落ち着いて過ごしている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施している。入浴のため時間を早めて開放すると、時間の混乱見られている。お茶の要求多く聞荒れている。隔離後もドア叩きあるが時間経過にて止めている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。

・立花　圭様～終日隔離中。易怒性なく経過。落ち着いて過ごし幻聴や被害的な訴えは無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

＜要注目患者情報＞

・松浦　末太郎様～昼食後より徘徊、帰宅要求聞かれている。ドアを開けようとする事は無い。
・大山　敏子様～トイレの場所が分からず介入している。左第1指のやけど後に処置している。
・伊藤　和子様～連日入浴拒否している。「帰れるのよね」という事あるが不穏さ無く経過。独語も聞かれていない。
・向井　敦子様～点滴キープしている。睡意強く開眼できないがオムツ交換等協力動作は出来ている。食事・服薬は出来ていない。
・十日市　伸子様～深夜帯方37.1℃の微熱。9時体温37.0℃。他バイタルサイン異常は無い。頸部腫瘤から粘稠性の浸出液少量のみあり。ケアに対する抵抗あるが弱弱しくなってきている。Ba交換後尿漏れなし。
・藤井　孝蔵様～発熱なし。血圧70台/50台で経過。左大腿裏より浸出液多量、出血少量あり。断続的に唸り声を上げているが対面時穏やか。
・高屋敷　良子様～昨日から微熱続いていたが今朝より解熱。バイタルサイン異常は無い。酸素飽和度の低下は無い。朝食後薬はトロミ水で服用する。軽度むせ込みあり。口腔内へ溜め込みあり介入要する。口唇の乾燥あり、自分で皮を剥いて出血することあるため、プロペトこまめに塗布して下さい。
・山崎　奈津子様～携帯電話の使用等私物に関する訴えあるが説明にて了承している。足のムズムズ感あり、落ち着かず自室とホールの往復見られている。レストランで食事摂取するが時間を要している。携帯電話の使用許可あり、12/15夫様来院時誓約書へのサインをもらって下さい。

＜田名部Dr診察情報＞
・袴田　将志様～臨時薬同内容で処方。12/14より午前・午後1時間ずつの開放観察となる。

・立花　圭様～臨時薬同内容で処方。

・山本　真智子様～臨時薬同内容で処方。
・高屋敷　良子様～面談施行。嚥下状態悪く肺炎繰り返すリスクがある為経管栄養について説明し家族より同意を得ている。
・小澤　和子様～臨時薬同内容で処方。
・大澤　廣子様～臨時薬同内容で処方。
・中村　美代子様～臨時薬同内容で処方。

・崎地　駿一様～退院の方向で進めていく。
・吉島　智寿子様～診察拒否あり。任意入院継続についても拒否あり医療保護入院にしていくこととしている。
＜皮膚科診察情報＞
・下村　慶子様～治癒した為処置終了となる。
・夏坂　浩美様～左踵壊死組織固着あり、ブロメライン軟膏塗布+ガーゼ保護に変更となる。他同前処置。
・小向　静江様～右踵部、陰部治癒した為処置終了となる。
